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香川県自主防災組織リーダー研修会 実施概要 

 

 

１．目的 

 地域において自主防災組織の指導者的役割を果たすリーダーに対して研修を行い、

研修の成果を各地区の自主防災組織の活動へ浸透させることにより、自主防災組織の

活動の活性化を図り、地域防災力の向上を目指す。 

 

２．主催 

 一般財団法人日本防火・防災協会、香川県 

 

３．後援  

 総務省消防庁 

 

４．期間 

 令和 6年 11 月 30 日（土） 

 

５．場所 

香川県消防学校（高松市生島町 689-11） 

 

６．研修内容 

 別紙「研修プログラム」のとおり 

 

７．受講者 

 27 名 

 別紙「参加者名簿」のとおり 



○研修プログラム 

■11 月 30 日（土） 会場：香川県消防学校               （敬称略） 

時間 内容 

9:30 

～9:40 
開会式：危機管理総局長 挨拶 

9:40 

～10:30 

「防災気象情報の利活用について」 

講師：気象防災アドバイザー 大河内 孝子 

10:40 

～11:20 

「先進自主防災組織活動事例紹介」 

講師：かがわ自主ぼう連絡協議会 

11:20 

～11:40 

「災害時のトイレの利用及び、企業との防災活動の連携について」 

講師：県危機管理課 

11:50 

～13:00 

「炊出し訓練」 

講師：かがわ自主ぼう連絡協議会女性部 

13:00 

～14:30 

「能登半島地震を踏まえた避難所運営について」 

講師：静岡大学グローバル共創科学部 教授 池田 恵子 

14:40 

～16:40 

「HUG 訓練」 

講師：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

   危機管理先端教育研究センター 技術補佐員 高橋 真里 

16:40 

～16:50 

閉会式：危機管理課長 挨拶 

アンケート、修了証授与 

 



○研修の概要（敬称略） 

 

（１） 開会挨拶 

    香川県危機管理総局長 石川 恵一 

 

（２） 防災気象情報の利活用について 

    講師：気象防災アドバイザー 大河内 孝子 

 

（３） 先進自主防災組織活動事例紹介 

    講師：かがわ自主ぼう連絡協議会 



（４） 災害時のトイレの利用及び、企業との防災活動の連携について 

    講師：香川県危機管理課 

 

（５） 炊出し訓練 

    講師：かがわ自主ぼう連絡協議会女性部 

 

 

 

 

 



（６） 能登半島地震を踏まえた避難所運営について 

    講師：静岡大学グローバル共創科学部 教授 池田 恵子 

 

（７） HUG 訓練 

    講師：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

       危機管理先端教育研究センター 技術補佐員 高橋 真里 

 

（８） 閉会挨拶・修了証授与 

    香川県危機管理課長 三谷 一秀 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

〈 受講者アンケート 〉 



（１）今回の研修に参加してどのようにお感じになりましたか。 

 

受講者の 8割以上が「大変役に立った」、「やや役に立った」と回答した。 

 

（２）どのようなところが役に立った、又は役に立たなかったですか。 

○役に立った 

・ハザードマップと警報との関係が良くわかった。 

・男性参加者、運営者がマジョリティの中で、男女共同参画の話題が聞けて良かった。 

・HUG 訓練をしたことはなく、貴重な体験だった。 

・基礎知識+過去の災害の事例を専門家の方々から直接お話を伺うことが出来た。 

○役に立たなかった 

・能登半島地震の避難所運営についてもっと詳しく学びたかった。 

 

（３）今回の研修日程について、どう思いますか。 

 

受講者の約４割が「適当」若しくは「やや長い」と回答した。 
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（４）研修の開催時期は、いつ頃がよいですか。 

 

回答の多い順に、11 月（41％）、10 月（11％）、6 月（11％）となっている。このことか

ら、受講者の半数の方が「10 月～11 月」を希望しているが、「6月」という年度当初の開催

も希望が多いことがわかる。 

 

（５）研修の開催形式について 

 

受講者の約 7割の方が「１日研修」を希望した。 
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（６）今回の研修についての感想 

 

① 防災気象情報の利活用について（大河内 孝子氏） 

 

 

② 先進自主防災組織活動事例紹介（かがわ自主ぼう連絡協議会） 
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③ 災害時のトイレの利用及び、企業との防災活動の連携について（県危機管理課） 

 

 

④ 炊出し訓練（かがわ自主ぼう連絡協議会） 
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⑤ 能登半島地震を踏まえた避難所運営について（池田 恵子氏） 

 

 

⑥HUG 訓練（高橋 真里氏） 

 

 

（７）今後の研修で実施してもらいたい内容があれば、お書きください。 

・HUG 訓練 

・自主防災活動の実態 

・実技訓練等 

・自主防災組織のリーダーとしての在り方と注意点について 

・避難所運営全般 
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（８）今回の研修について、意見や感想を自由にお書きください。 

・池田先生の話は大変具体的で、どういうことに注意すべきか良くわかった。HUG 訓練は、

実際に起こったら、まずボーとして動けないかもしれないと思いました。 

・初めて聞くような事ばかりで勉強になりました。まだまだ、実践できないですが、経験

を積んでいきたいと思います。 

・避難所運営については大変勉強になった 

・HUG 訓練では、いろいろな視点で判断する事が必要だし、大切だと感じました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

〈 研 修 資 料 〉 
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